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1. 病院の空気調和 
高尾三良大塚康良工藤達男
高柳欽一 (栃木目立病院)
空気調和の概要
冷暖房lζはパッケージ型エアコンデイショナー 2
基を用い，機械室から天井裏を走り各室に開口する
ダクトを通じて，冷風又は暖風を送り，リターンエ
アは各室のドアスリットを通過し，廊下を経由して
機械室に戻るようにし，機械室において一部外部の
新鮮空気を取入れ，それぞれの機械で冷やし，叉は
暖めて循環させる仕組みである。 ζの際外来棟用の
機械にはエアクリーナーを接続させ，汚染空気の収
塵及び浄化を併せて行うが， 病棟ではこれを省略
し，結核病室の汚染空気はファンによって戸外へ排
出させるようにしてある。
冷房期間は 5月中旬から 9月下旬，暖房期間は 11
月下旬から 3月下旬迄とし，不必要な空調は避け，
温湿度は自動調節器によって，出来るだけ一定に保
つように計画し，冷房時は，室内空気と外気との温
度差を 3乃至 5度， 暖房時には， 同じく 10度比保
つように設計しである。
結果の検討
外気及び病室の最高気温の年間推移は， 7~8 月
の室温は外気より 3乃至 4度低く， 12・1・2・3月
は 8乃至 10度高く，大体所期の目的を達した。
湿度は冷房時には 70%前後，暖房時には 55%前
後であった。
各室の感覚温度は，夏季非冷房時は何れも快感帯
を外れているが，冷房を行えば，皆その中に入って
来る。冬季は暖房を行わねば勿論快感帯を外れる
が，暖房を行っても外れる室が出て来た。
温湿度条件の外K，塵挨，落下菌数， CO2等も測
定したが，何れも四季を通じて大体好環境にある ζ
とが判った。
機械の運転或いは送風による騒音は余り問題とな
らず，臭気が充満することもなく，空気調和は欠く
べからざるものであると考える。 
2. 舶橋市における結核の実態
高安宗顕(済生会船橋済生病院)
昭和 32年 11月より 8カ月間，入院者 480名，在
宅 1577名，回復者  50名の男 1502名，女  807名に
っき，年令，学歴，職業，発見動機，療養の場所と
環境，斗病年数，医療医の問題，病状の程度，治療
内容，斗病の心境，信仰の有無，午後及び今後の生
活目当等を観察し，同時に在宅者の菌排世の有無，
化学剤の抵抗及び他疾病との合併，誤診の有無等に
っき調査した。以上より半数近くが家族の理解なき
偉，斗病治療に不安を抱きつつ，且つ在宅者の 20%
が排菌を続け， 30%が医療費l乙苦しみ，日在宅化学
療法者が半数以上抵抗菌の出現を見，回復後の希望
も満たさるる者無き状態は誠に悲惨と言うべく，化
学療法の安易きがもたらした，梢もすれば医学的興
味の喪失を来しつつある結核にも，社会経済的条件
の複雑性とからみ合い誠に深刻なものがある。深き
同情と温い加療と，結核治療への関心を更めて深く
して頂き度いものである。 
3. Dithiazanine Iodide (Smiray)の治験例
杉村筒ー，中田秀明，加藤直幸
(小見川中央病院)
副作用比較的少なく，広範囲駆虫効果のあるチア
ニン製剤 DithiazanineIodideを使用せる少数治
、験例について報告した。
投薬方法は成人 1日600mgを 3固に分け，小児
は 300mgを 3固に分け使用し検使は服薬前，中，
後の三期につき各 1回とと施行し，畑虫，鈎虫，鞭
虫，東洋毛様線虫，肝吸虫につき虫卵陰転減少率を
み合せてその副作用，をみた。
小数例の治験なるも，姻虫，鞭虫lζ対する効果は
期待出来，その他の寄生虫に対しでも投薬法を適当
にすればかなりの効果を挙げ得るのではないかとの
結論を得た。
4. 鈎虫症の臨康的研究
水間正冬杉島春雄(幸手病院〉
鈎虫症患者 482例について，赤血球数， 白血球
